




要約　小児の虐待予防のための方策について、1)ハイリスク因子、2)保健指導の方法、3)

地域の虐待予防システムを検討した。虐待予防のためのハイリスク因子は、望まぬ妊娠・

出産など妊娠期からの問題、被虐待児の要因(未熟児・双生児・発達遅滞など)、養育者や

家庭の要因が関与するが、発症前段階で情報入手が可能であり、予防も可能である。虐待

家庭では養育困難な状況が多くこれらの支援が重要である。虐待防止策として、第一次、

第二次予防(ハイリスク対策)は保健所を、第三次予防(治療・再発防止)は児童相談所を位

置づけ地域システムの整備を図る必要がある。虐待防止の具体策は未開拓の領域であり、

研究すべき課題が多い。


